
参考7-13（再配布）

○　CO中毒の例

平成19年2月 ＣＯ 設備工事業

ビル室内で床をガソリンエンジンのコンクリートカッターで切断して
いた時に吸引。外に面する窓はあり、換気はしていたが流量不足。
エンジンメーカーからの報告では、排気ガス中のＣＯ濃度8.0％、排

ガス流量137,592L/hr（＝138m
3
/hr）。

休業1日

平成19年3月 ＣＯ 新築工事現場
吹付塗装のためガソリンエンジンコンプレッサーを稼働させていた
時に吸引。換気せず。

死亡

平成19年4月 ＣＯ 建設業

エレベータ－ピット床補強工事のため、ガソリンエンジン発電付きの
アーク溶接機により溶接中にCO中毒。
風管で排気していた。
エンジンメーカーの報告による負荷時排ガス中のCO量は、

1.40m
3
/hr。

一般に、アーク溶接中のCO発生量は200～400cm
3
/分＝12～24m

3

／ｈｒ（H14薮田十司）

不休2人

平成19年8月 ＣＯ 飲食店
炭火焼肉店において、炭の火起こし、店内のテーブルへの設置を
行っていたところCOを吸引した。

休業3日

平成19年9月 ＣＯ 宿泊業
山小屋の風呂に入浴中、風呂釜（プロパンガス）が発生したCOを吸
引して死亡。風呂釜の排気は浴室内であった。

死亡

平成19年12月 ＣＯ 造船業

造船中の船体ブロック内で炭酸ガスアーク溶接機で溶接作業中、

COを吸引した。炭酸ガス使用量30m
3
/min。強制換気が行われてい

た（排気29m
3
/min、送気36m

3
/min）が、換気設備と溶接作業の場所

は仕切り板で隔てられていた。
災害後の検証実験で、8分間の溶接により143ppm～152ppmのCO
が計測された。

休業2日

平成21年7月 ＣＯ 飲食店
ガス調理器具により調理中、労働者と客が急性ＣＯ中毒となり、救
急車で病院に搬送された。ガス調理器具の排気口にものが詰まっ
たことによる不完全燃焼が原因であった。

休業1日2人
（客7人病院

搬送）

化学物質による中毒災害の災害調査の概要（平成19年度以降受理分）
（第１回職場における化学物質管理の今後のあり方に関する検討会資料より抜粋）



○　屋外での有害作業で発生した中毒災害の例

平成19年1月 硫化水素
廃棄物の収集
再生業

タンクローリーから硫化水素ナトリウムを抜いて受入れタンクにため
る作業中、硫化水素を吸引。屋外作業。

休業4日

平成19年8月 有機溶剤 漁業
漁網用の防汚剤（キシレン60％）に定置網漁の漁網を浸している作
業中、キシレンを吸引した。屋外作業。

休業1週間

平成19年8月 塩素ガス 塗装工事業
建物外壁と垂直養生ネットの間で、次亜塩素酸ナトリウム含有の洗
浄剤を塗布していたところ、発生した塩素ガス等を吸引した。

休業2週間

平成19年11月 有機溶剤 廃棄物処理業
ドライクリーニング工場において、ドライ機の蒸留釜を開いて汚泥、
上澄み液を回収設備に移し替える作業を行っていたところ、急性有
機溶剤中毒となった。防毒マスクは着用していなかった。

休業3日

平成19年12月 有機溶剤等 廃棄物処理業
ドラム缶内の産業廃棄物（廃油、N,N-ジメチルホルムアミド、トリエ
チルアミン）を前処理工場内のピットに投入していたところ、ピット内
から刺激臭が発生し、両角膜に化学薬傷が生じた。

不休4人
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